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２，３殺菌剤に対する瓜類病原糸状菌の抗毒作用ならびに
　菌叢色の変異について　　　　　　　　　　　　＼
studies on the tolerance of some pathogenic fungi
attacking the cucurbitaceous ｐ!ants to some fungicides
and on the mutation ｏｆ'their colony-color.
森　本　　　徳　右　衛　門
　　　　(高知大学農学部)
　瓜類疾病の防除剤として，現在ダイセソ水和剤
ならびに三共ボルドウ液らが多く使用されてい
る．，したがって筆者は炭疸病菌（スイカ，キカラ
スウリ），胡瓜黒昆病菌および蔓割病菌（スイ
カ）ならびに比較菌として稲熱病菌を供用し，
上述殺菌剤およびリオゲン水和剤に対する抗毒作
用ならびに菌叢色の変異について調査したので，
こ丿こその結果を報告する．
　　Ｉ　糸状菌の殺菌剤溶解培地上における
　・．菌叢の発育度ならびに殺菌剤に対する
，　　抗毒作用
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　馬鈴薯煎汁寒天培地180 cc （約１合）中に殺菌
剤Ｏ（対照), 0.1, 0.2, 0.3, 0.4, 0.5, 0.6,
0.7, 0.8, 0.9, 1.0, 1.1および1.2瓦を溶解
し，これを滅菌ペトリ皿に20ccずつ分注し，その
上において各菌を平面培養し，菌叢の発育度を比
較調査した．しかして各菌の発育する殺菌剤の最
高濃度の菌叢は，その培地上に7 －14 日開放置
し，その１片をさらに高濃度の培地上に順次移植
し，各菌の殺菌剤に対する抗毒作用を調査した
（第１表，第１図）．
殺菌剤溶解培地上における菌叢の発育度
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備考　Ｘ：発育良効，士：発育不良（いずれも測定出来ない）．分母の数字：対照．分子の数字：最高殺菌
　剤溶解培地上に２週間培養し，順次高濃度に移しだ場合の菌叢直径（ｍｍ）〔３回実験平均（以下同様）〕．
すなわちダイセン水和剤においては，炭疸病菌
（スイカ，キカラスウリ）および蔓割病菌は，
1.2瓦溶解培地上にまで発育するので，抗毒性は
確かめなかった．また稲熱病菌は0.6瓦溶解培地
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までに発育するが，抗毒性は認められない．しか　　は0.2瓦までの抗毒性を示す．また蔓割病菌は0.5
　　　　　　　　　　　●●　　　　ll　　　　　●　●るに黒星病菌は0.6瓦溶解培地までに発育し，　　瓦の溶解培地上に発育し, 0.8瓦までの抗毒性
0.9瓦溶解培地までの抗毒性を示す．三共ボルド　　を示す．筆者はさらに上述抗毒性穫得菌におけ
ウ液に対しては,.炭疸菌（スイカ，キカラスウリ）　，る，その性質の持続性を調査･した．すなわちダイ
　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　馬　　｀　　　　　●　　　－　　Ｍ　　「　　●は0.2瓦までの溶解培地に発育し，炭疸病菌（牛　　セン水和剤の黒星病菌は0.9｡三共ボルドウ液の
　　　　　　　　　　　　　　　１｀　　　　　　　　　Ｉ　　　　‘　　　　｀　　　●．　　　　　　．１　　　　●カラスウリ）ば0.4瓦，炭疸病菌（スイ‘カ）は0.3 炭疸病菌（キカラスヴリ）゛゛は0.'4 S,　リオゲン
瓦までの抗毒性を示す．黒星病菌および益割病菌　丿水和剤め炭疸病菌（キカラスウリヘ　スイカ）は
は0.2瓦および稲熱病菌は0.4瓦溶解培地上に発育　　0.2-0.3瓦，稲熱病菌は0.3瓦および蔓割病菌は
するが，抗毒性はほとんど認められない．リオゲ　　0.8瓦の各溶解培地上に２週間（28°Ｃ）培養した
ン水和剤に対しては，黒星病菌は0.3瓦，稲熱病　　菌叢の１片を普通培地上に移し，２週間（28°Ｃ）
菌0.1瓦までの溶解培地上に発育し，前者には抗　　培養後，さらにそれらの菌糸の１片を各殺菌剤溶
毒性は認め･られないか，後者は0.3瓦までの抗毒　　解培地上に移し，２週間（28°Ｃ）培養して菌叢の
性を示す．炭疸病菌（キカラスウリ，スイカ）は　　発育度を調査した（第２表，第１図）．
０．１瓦溶解培地上に発育し，前者は0.3瓦，後者
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備考　ｒ：菌糸を他培地上に移植した方向（以下同様）．
　さなわち菌によって多少の差はあるが，大体に　　結果を図示すると第１図のようである，
おいて抗毒性を持続するものである．なお以上の
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　　殺菌剤溶解培地上における菌叢の発育度ならびに抗毒性
ダイセン水和剤　－－一三共ボルドウ液　－一一リオゲン水和剤
備考　一一一一：各菌発育の最高濃度比おける菌糸の１片を順次高濃度の培地に移した場合の発育度．
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菌･叢　色　変　異　の　持　続　性
処置後7-14日目の菌叢色　（28°Ｃ）
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藍黒色　　　　　　　　　-ﾀ鴎2黒色
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藍,黒色　　　　　　乳白色
　　ｅノ
乳白色　　　　　　一々乳白色
藍黒色　　　　ご乳白色
　　←ノ
藍黒色　　　　　　⇒乳白色
　　　　n　殺菌剤に対する菌叢色の変異
　さらに各殺菌剤溶解培地上に培養した場合，各
菌々叢色の変異ならびにその変異の持続性につい
て調査した（第３表，第２図）．
　すなわち各菌ともダイセン水和剤溶解培地上で
は菌叢色にほとんど変異を生じない（表から除
く）．しかして三共ボルドウ溶解培地上では，炭
疸病菌（キカラスウリ）が培地を茶色に染め，蔓
割病菌は濃赤茶色に変化し，空中菌糸を生をじな
い，またリオゲン水和剤溶解培地上では，炭疸病
菌（キカラスウリ，スイカ）の菌叢は乳白色に変
化するか，他菌には変異は認められない（表から
除く）．なお上述菌叢色変異の持続性を調査する
ため，各変異菌叢の１片を普通培地（馬鈴薯煎汁
寒天）上に移し，２週間（28°Ｃ）培養し，さらに
各殺菌剤溶解培地上に再移植して，その間の変異
を確かめた．その結果リオゲン水和剤溶解培地上
で変異を生じた炭疸病菌（キカラスウリ）のみそ
の性質を持続するが，他菌々叢色は殺菌剤に対す
る１種の反応と思われ，その持続性はない．
　　　　　総括ならびに結論
　瓜類の病原糸状菌〔炭疸病菌（スイカ，牛カラ
　　　　　　□
??
スウリ），黒星病菌.（キウリ），蔓割病菌（スイカ）
および稲熱病菌（比較菌）〕の殺菌剤（ダイセン水
和剤，三共ボルドウ液およびリオゲン水和剤）に
対する抗毒性ならびに菌叢色の変異について調査
した．その結果はつぎのようである．①炭疸病菌
　（キカラスウリ，スイカ）および蔓書q病菌はダイ
セン水和剤1.2瓦溶解培地上で発育するので，抗
毒性は確かめなかった．また稲熱病にはその作用
は認められずL三共ボルドウ液に対しては，炭疸
病菌（キカラスウリ）のみに抗毒性が認められ，
他菌には殆ど認められない．リオゲン水和剤に対
しては，黒星病菌にのみその作用がなく，他菌に
は認められる．②各殺菌剤において穫得した抗毒
性は各菌ともその性質を持続する．③三共ボルド
ウ液に対して，炭疸病菌（キカラスウリ）および
蔓害り病菌の菌叢色に多少の変異を生ずるが，その
性質の持続性はない，またリオゲン水和剤に対し
ては，炭疸病菌（スイカ，キカラスウリ）の菌叢
色に変異を生ずるが，炭疸菌（キカラスウリ）の
変異のみ持皆既を示す．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Resume
　In an attempt to determine　whether or　not some　fungi are　capable　of developing ａ
tolerance　and ａ mutation to fungicides， Ｃｏｌｌｅtｏtｒichｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉｉａｎ Ell. et Halst
(Water･melon， 　Ｔｒichoｓａｉｉtheｓ ｊａｐｏｎｉｃａ）， Ｃｌａｄｏｓｐｏｒiｕ■Vl cｕｃｕ?ｎｐ.ｒｉ?ｉｉｊ.ｉｎEll. et ASTH.
(Cucumis sativus)， Ｆｕｓａｒiｕｍ ?liｖｅｕｍ Smith (Water-melon), and ？疎ん?αΓia oryzae
B. et Ｃ. (control) were cultured on potato･dextrose agar containing various concentration
of Dithane Wettable Powder, Sankyo Bordeaux, and Riogen Wettable Powder, and
periodic　transfers　were made on the　media　containing　the　highest　concentrations of
fungicides. (1)Ｃｏｌｌｅtｏtｒichｕｍ ｌａｇｅｎａｒiｕｍ　and　Ｆｕｓａｒiｕm 711ｖｅｕｎｉ　developed so well
０ｎ the media containing １.2 g of Dithane Wettable Powder that their tolerance could
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not be determined 1　Piｒicｕlaｒｉａ ｏｒｙｚａｅ　d'ld not show any tolerance, but ＣｌａｄｏゆＯＳｌｔｕｒｎ
ｃｕｃｕｍｅｒinｕｍ showed Ｓｏｍｅ.０ｎｌy｢Ｃｏ･111｣£ｏtｒichｕｉｎ ｌａｇｅｎａｒiｔｖni（Ｔｒｉｃｈｏｓａｎ£fieｓｊａｐｏｎｉｃａ）
showed tolerance to Sankyo Bordeaux, the others none. To Riogen, only Ｃ　ｌａｄｏｓｐｏｒiｕｉｎ
ｃｕｃｕｍｅｒinｕm did　not　show any tolerance, but　the others　did. All　the　fungi　above
mentioned, retained their tolerans　to fungicides　which was carried through ａ number
of　transfers　on　the　media　containing　no　fungicides. (2) In　the　ｃｏｌｏｎy･colour　of
Ｃｏｌｌｅtｏ£７･ichｕｍ　ｌａｇｅｎａｒiｕｍ（T7'tｃＪｌＯＳ。itheｓ) and　Ｆｕｓａｒ･iimi　niｖｅｕｍ-,the mutation
occurred on the media containing Sankyo　Bordeaux, 'and in the case of Ｃｏｌｌｅ£ｏ£ｒichｕｍ
ｌａｇｅｎａｒｉＭｍ(water-　melon, Ｔｒichoｓａｒitheｓ), also on the media containing Riogen ； but
only the mutation　of　the Ｃｏｌｌｅtｏtｒichｕｍ ｌａｇｅｎａｒiｕni（Ｔｒichoｓａｎtheｓ）bｙ　Riogen　was
carried　through弓number of transfers on the media containing no Riogen.
(Received May 4, 1959)
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